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4併へ

上田市社会福祉協議会など主催の「歳末チャリティーバザー」が12月 2日、上田市福祉会館駐車場で

聞かれました。 このバザーでは、各家庭などから寄付された衣類や日用品などが販売されましたが、新

品同様の品が市価の半値以下とあって、大勢の市民でにぎわいました。この日の売上金約78万円は、歳

末助け合い運動などに活用されます。

主な内容 市民と市長の日

昭和59年・市政のあゆみ・・・・・・・・・・・・・・・・・・...............2・3ページ

12月定例市議会、中央公民館は 2月開館・・・・・.......4・5ページ

11万市民の家計簿・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・ ........6 ・7ページ

お年寄りを敬う作文、入選作品発表③…・…ー・…・ー…ー 8ページ

健康づく り、 お酒と上手につきあっ法・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9ページ

カメラレポ...................................................10・11ページ

寄附行為の禁止に御協力を・・・・・・・・ ...........................11ページ

お知らせ・・・・・・・・ー・・・・・・・・・ー・ーー .............. . ... . .. . ......... 12~14ページ

毎月 1日に行っています「市民

と市長の日」を、新年は 1月 5日

佳)午前 9時から正午まで、市役所

3階市長室で行います。

お気軽におでかけくださし、。
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砂
室
賀
保
育
園
が
完
成
(
4
月
2
日
)

企南小学校が開校(4月3日)

城下・川辺両小学校の過密化を解消するため、市内18番目

の小学校として市内中之条に開校しました。

市
が
移
転
新
築
を
進
め
て
い
た
室
賀
保
育
園
が
完
成

し
、
日
名
の
園
児
が
元
気
に
入
国
し
ま
し
た
。

福
祉
会
館
が
完
成
(
4
月
幻
日

)
V

福
祉
会
館
が
、
障
害
者
福
祉
推
進
の
拠
点
と
し
て
、

大
手
二
丁
目
の
旧
上
田
市
農
協
跡
に
完
成
し
ま
し
た
。
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上
岡
市
で
の
主
な
で
き
ご
と

4

『
長
野
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
(
6
月
1
日
)

A r真固まつり」を三大まつりに
( 4月21・22日)

「真固まつり 」が、市民三大まつりのーっ と

して、今年から 4月に開催され、ミス上回コ ン

テスト、真田武者行列などが行われました
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司
長
野
県
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
(6
月
1
日
)

大
地
出
か
発
生
し
た
と
の
想
定
て
、
避
難
訓
練
や
総
合
防
災
訓
練
を

実

地

約

二
万
四
千
人
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

だえー (3)一一一-8併日59年12月16日 広報う

九: ~，，，，
、

""'_ ， ， .. "'> 

.上回公園前に観光会館(9月20日)

会館内には、土産物コーナ一、郷土民芸品の実

演展示コーナーなどがあり、上回公園を訪れた市

民や観光客に利用されています。

Fム滋!:，

a創造館建設に着手 (7月16日)

上小広域圏の文化中核施設となる創造館は、文

化・教育・体育などの複合機能を備えた施設とし

て、倉升の長池跡地に建設。

A東塩田林間工業団地に着手(11月15日)

市内富士山の山間地約23_5ヘクタールに工業団

地を建設するこの事業は、現在抜根、伐採作業が進

められ、近日中には本格的な造成作業が始まります。

J 
‘# 暢・ )lllllJJ .，.""γ与を 弘

A関越道上越線建設促進住民大会
( 7月25日)

上田市、佐久市、東部町など15市町村の1，700人

が参加して、関越道上越線の早期建設促進を決議。

.家庭雑排水汚泥処理施設が着工
(11月30日)

家庭の簡易浄化槽から出る汚泥を処理するこの

施設は 、常磐城のし尿処理場内に建設され、完成

は昭和60年秋の予定です。
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【12月定例市議会(

えつ広報一 第 925号

中央公民館は2月開館
市長提
案説明

月

一
日
の
使
用
を
目
指
し
て
、
諸
設

12月定例市議会が、 12月3日から始まりました。

市議会は、 12月19日まで17日間の会期で開かれま

す。今回は、水道料金審議会の答申に基づき料金

の改定をする「上田市水道条例の一部改正案」のほ

か、「上田市文化会館条例の制定案」、「昭和59年度 i

上田市一般会計補正予算案」など29議案が提案・審

市
長
提
案
説
明
要
旨

本
年
度
当
初
、
計
画
し
た
各
種
の

事
業
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
は
、

議
員
各
位
の
御
協
力
に
よ
る
も
の
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

特
に
、
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施
設

は
、
国
の
初
め
て
の
補
助
対
象
事
業

と
し
て
採
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

二
か
年
事
業
と
し
て
着
工
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

議されています。

長
期
基
本
構
想
、

本
格
審
議
に

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
を

本
計
画
づ
く
り
は
、
各
策
定
部
会
の

検
討
が
ほ
ぼ
終
了
し
、
近
く
そ
れ
ぞ

れ
の
構
想
お
よ
び
計
画
案
に
つ
い
て
、

長
期
基
本
構
想
審
議
会
で
本
格
審
議

に
入
る
段
階
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
県
が
建
設
を
目
指
し
て
い

る
テ
ク
ノ
ハ
イ
ラ
ン
ド
信
州
構
想
の

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
圏
域
の
計
画
づ

く
り
は
、
現
在
長
野
経
済
研
究
所
に

県
が
委
託
を
し
、
構
想
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
構
想
に

は
、
上
田
市
で
策
定
中
の
第
二
次
長

期
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
も
、

で
き
る
だ
け
整
合
を
図
り
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

東
塩
田
工
業
団
地
の

造
成
事
業

提案説明をする永野市長(手前)

東
塩
田
林
間
工
業
団
地
の
造
成
事

業
は
、
き
る
十
月
一
日
に
土
地
売
買

契
約
の
締
結
を
完
了
し
ま
し
た
。

こ

れ
も
、
地
元
の
東
塩
田
振
興
会
役
員
、

地
権
者
の
皆
様
、
お
よ
び
議
員
各
位

の
御
理
解
と
御
協
力
の
た
ま
も
の
と

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
開

発
行
為
は
、
十
一
月
十
五
日
に
許
可

が
お
り
、
開
発
に
向
け
て
一
歩
前
進

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

関
越
道
上
越
線
と

北
陸
新
幹
線

関
越
自
動
車
道
上
越
線
の
建
設
促

進
は
、
国
に
お
い
て
次
期
「
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
審
議
会
」
が

早
期
に
開
催
さ
れ
、
佐
久
・
更
埴
聞

が
「
整
備
計
画
路
線
」
に
格
上
げ
決

定
き
れ
る
よ
う
、
関
係
市
町
村
と
連

係
の
も
と
引
き
続
き
強
く
要
請
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
内
通
過
予
定
の
豊
殿
お

よ
び
神
科
の
両
地
区
で
は
、
高
速
道

対
応
の
組
織
づ
く
り
、
高
速
道
路
建

設
先
進
地
へ
の
視
察
研
修
な
ど
を
実

施
し
て
、
高
速
道
路
へ
の
理
解
と
概

要
ル
ー
ト
の
定
着
に
努
力
が
は
ら
わ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

北
陸
新
幹
線
の
建
設
促
進
は
、
十

二
月
四
日
、
県
民
総
決
起
大
会
が
長

野
市
で
開
催
さ
れ
、
関
係
す
る
構
成

団
体
と
と
も
に
昭
和
六
十
年
度
着
工

と
、
建
設
予
算
の
大
幅
獲
得
を
目
指

す
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

順
調
に
進
む

文
化
セ
ン
タ
ー
建
設

中
央
公
民
館
お
よ
び
文
化
会
館
リ

上
田
市
文
化
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
H
H

の

建
設
は
、
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お
り
、

中
央
公
民
館
部
分
は
二
月
上
旬
に
開

館
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今

後
は
、
旧
公
民
館
を
取
り
壊
し
、
駐

車
場
、

外
構
工
事
な
ど
の
周
辺
繁
備

を
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
文
化
会
館
ホ
|
ル

は
、
来
年
六
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月
一
日
の
使
用
を
目
指
し
て
、
諸
設

備
の
充
実
を
図
り
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、

芸
術
お
よ
び
文
化
活
動
の
拠
点
と
し

て
多
く
の
市
民
に
活
用
さ
れ
、
所
期

の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

水
道
料
金
改
定
に

御
理
解
を

水
道
料
金
の
引
き
上
げ
は
、
水
道

事
業
の
健
全
な
経
営
と
安
定
的
な
飲

料
水
な
ど
の
供
給
を
確
保
す
る
た
め

に
改
定
を
お
願
い
し
た
訳
で
す
が
、

え

需
要
者
の
御
理
解
を
い
た
だ
き
、
今

後
と
も
水
道
事
業
の
安
定
、
経
費
の

う

節
減
な
ど
事
業
の
効
率
的
経
営
に
努

幸

力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

広一
条
例
の
制
定
・
改
正
案

一
マ
点
訳
奉
仕
活
動
等
石
井
基
金
条
例

旧

の

一

部

改

正

日

市
内
大
手
二
丁
目
の
石
井
光
一
き

引
ん
か
ら
多
額
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
、

附

今
回
で
基
金
の
総
額
は
三
千
三
百
万

エ小
a昭

円
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
寄
付

一

者
の
御
意
向
に
そ
っ
て
、
有
効
に
活

一

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
も

刷
の
で
す
。

一
マ
上
田
市
杢
壇
÷
条
例
の
一
部
改
正

だ

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
を
維
持

す
る
た
め
、
き
る
七
月
に
水
道
料
金

審
議
会
に
諮
問
し
ま
し
た
が
、
そ
の

答
申
に
基
づ
き
平
均
一
八
・
二
一
%

の
引
き
上
げ
改
定
を
お
願
い
し
た
い

と
い
う
も
の
で
す
。
料
金
算
定
期
間

は
、
物
価
が
比
較
的
安
定
し
て
い
る

現
状
か
ら
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日

か
ら
三
か
年
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、

加
入
金
に
つ
い
て
も
、
新
旧
需
要
者

の
負
担
の
公
平
を
保
持
す
る
見
地
か

ら
、
改
定
を
お
願
い
し
た
い
と
い
う

も
の
で
す
。
今
後
、
水
道
事
業
を
安

定
的
に
継
続
す
る
た
め
、
企
業
と
し

て
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
い
、
経

費
節
減
な
ど
事
業
の
効
率
的
経
営
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

マ
上
田
市
文
化
会
館
条
例
の
制
定

上
田
市
文
化
会
館
は
、
市
民
の
要

望
と
、
長
期
基
本
構
想
に
基
づ
い
て

中
央
公
民
館
と
の
合
築
に
よ
り
建
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
市
民
の
教
育
、
文

化
お
よ
び
芸
術
の
振
興
を
図
り
、
社

会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
た
め
、

上
田
市
文
化
会
館
を
材
木
町

一
丁
目

二
番
三
号
に
設
置
し
た
い
と
い
う
も

の
で
す
。

マ
公
民
館
条
例
の
一
部
改
正

中
央
公
民
館
は
、
上
田
市
文
化
会

館
と
の
合
築
に
よ
り
改
築
し
、
市
民

の
教
育
文
化
活
動
の
拠
点
と
な
る
よ

う
材
木
町

一
丁
目
二
番
三
号
に
上
田

市
中
央
公
民
館
を
設
置
し
、
施
設
使

用
料
の
改
定
を
し
た
い
と
い
う
も
の

で
す
。

般

会

計

補
正
予
算
案
の
内
容

今
回
の
補
正
額
は
、
九
千
八
百
九

十
一
万
七
千
円
で
、
補
正
後
の
総
額

は
二
百
六
億
七
千
六
百
二
十
二
万
八

千
円
と
な
り
、
前
年
同
期
に
対
し

0
・

六
%
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

《
歳
入
の
主
な
も
の
V

繰
越
金
一
億
四
千
六
百
六
十
万
円

余
、
市
税
一
億
三
千
百
六
十
万
円
余
、

財
産
収
入
一
億
七
百
八
十
万
円
余
、

県
支
出
金
七
千
八
百
五
十
万
円
余
な

ど
、
い
ず
れ
も
収
入
可
能
な
範
囲
で

計
上
し
ま
し
た
。

《
歳
出
の
主
な
も
の
〉

*
総
務
費

上
小
衛
生
施
設
組
合
お
よ
び
上
田

市

・
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

地
方
交
付
税
配
分
金
の
一
億
六
千
六

百
二
十
九
万
五
千
円
は
、
両
組
合
に

対
す
る
地
方
交
付
税
が
上
田
市
に
一

括
交
付
さ
れ
て
い
る
た
め
、
各
構
成

市
町
村
の
負
担
率
に
応
じ
て
配
分
す

る
も
の
で
す
。

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
関
係
の
事
業
と

し
て
、
き
た
る
べ
き
高
度
情
報
化
社

会
に
向
け
て
、
当
市
も
そ
の
基
本
的

な
指
針
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
調

査
委
託
費
と
し
て
二
百
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

*
民
生
費

寝
た
き
り
老
人
用
ギ
ャ
ッ
ヂ
ベ
ッ

ド
十
台
分
の
購
入
費
と
し
て
六
十
八

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

寝
た
き
り
老
人
の
増
加
傾
向
の
中
で
、

介
護
に
便
利
な
ギ
ヤ

ツ
ヂ
ベ

ッ
ド
の

貸
与
の
要
望
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ

の
申
し
込
み
が
多
く
あ
る
こ
と
か
ら
、

今
回
貸
与
台
数
の
枠
を
広
げ
、
要
望

に
応
、
え
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

ま
た
、
石
井
光
一
さ
ん
の
御
寄
付

に
よ
る
石
井
基
金
積
立
て
百
五
十
万

円
を
計
上
し
た
ほ
か
、
身
体
障
害
者

扶
助
費
、
乳
幼
児
措
置
費
な
ど
も
増

額
し
ま
し
た
。

*
衛
生
費

家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理
施
設
建
設

工
事
費
三
億
八
千
九
百
三
十
四
万
円

の
減
額
は
、
同
施
設
の
工
事
入
札
の

結
果
が
当
初
見
積
り
を
か
な
り
下
回

っ
た
額
で
契
約
で
き
た
こ
と
と
、
工

期
と
の
絡
み
で
年
度
内
完
成
が
無
理

と
な

っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
大
幅
な

減
額
補
正
と
な

っ
て
い
ま
す
。
翌
年

度
繰
り
延
べ
と
な

っ
た
分
に
つ
い
て

は
、
別
に
債
務
負
担
行
為
と
し
ま
し

た
。

*
商
工
費

真
田
幸
村
石
膏
像
製
作
委
託
料
七

十
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
銅
像
の

製
作
は
、
す
で
に
予
算
化
済
み
で
す

が
、
今
回
そ
の
原
型
で
あ
る
石
符
傑

を
修
復
し
、
新
装
の
観
光
会
館
に
設

置
し
た
い
と
い
う
も
の
で
す
。

*
土
木
費

上
国
交
通
踏
切
改
良
負
担
金
の
三

千
百
十
九
万
円
余
、
小
牧
四
号
線
道

路
改
良
舗
装
工
事
費
の
二
千
九
百
五

十
万
円
、
上
田
バ
イ
パ
ス
関
連
工
事

費
の
一
千
七
百
五
十
万
円
が
主
な
も

の
で
す
。

*
教
育
費

文
化
会
館
大
ホ

l
ル
の
椴
帳
購
入

費
と
し
て
一
千
四
百
万
円
を
計
上
し

ま
し
た
。

E 霊霊翠E

第5期分の納期限は12月25日
国民年金保険料の第 5期分 (12月.60年 1月分)

は、 12月25日(刈が納期限です。

各町の国民年金協力会、または指定きれた金融

機関へ納めてください。 その際、第 4期以前の納

め忘れも、いっしょに納めてください。
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11万市民の家計簿
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の

財
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

上
半
期
と
下
半
期
の
二
回
、
定
期
的

に
財
政
内
容
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、

昭
和
五
十
九
年
度
上
半

期
(
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か
ら

同
年
九
月
三
十
日
)
の
財
政
状
況
で

す
。
皆
さ
ん
が
納
め
ら
れ
た
税
金
が
、

ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、

御
理
解
を
深
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ーー第 925号 え

(昭和59年 9月30日現在)一般会計(上半期)収支状況

歳出

科 目 予算現額 支 出 j斉額 執行率

民 生 資 381意6，992万9千円 17億4，099万9千円 45.0 

土 木 費 331意8，789万7千円 8億3，3陥5万4千円 24.6 

教 育 費 30億1，484万3千円 14億 327万8千円 46.5 

農林水産業費 25億7，395万8千円 51~3 ， 155万6千同 20.7 

総 務 'It I 18億 316万1千円 81窓3，576万円 46.3 

/ム、‘i {貴 費 18億 274万円 7億2，961万円 40.5 

f翁 生 資 16億4，445万円 5億1，098万7千円 31.1 

商 工 資 151意4，055万円 13億5，731万7千円 88.1 

t背 防 1主 6億1，533万7千円 21~9 ， 769万6千円 48.4 

災害復旧費 51意1，197万2千円 1億 551万l千円 20.6 

労 1動 位z 2億7，323万5千円 1億6，507万2千円 60.4 

議 会 資 2億4，465万8千円 1億2，445万8千円 50.9 

予 イ庸 費 500万円 。。。
正E入3 計 212億8，773万円 86億3，589万8千円 40.6 

※農林水産業費、土木費及び災害復旧費には、前年度繰越明

許費繰越額または事故繰越し繰越額を含む。

科 目 予算現額 収入済額 収入率

市 税 99億7，103万2千円 51億9，154万4千円 52.ヲ1@ 

国!章支出金 25億 167万2千円 8億 774万8千円 32.3 

市 f貰 19億7，730万円 2，730万円 1.4 

地 方交 付税 15億1，055万6千円 9億 34万円 59.6 

諸 ヰE 入 14億9，054万7千円 7，041万4千円 4.7 

分J日金及び負担金 12億6，469万l千円 4億2，051万7千円 33.3 

県支 出金 10億9，903万3千円 1 I意1，933万1千円 10.9 

繰 越 金 31意5，978万6千円 5億 642万3千円 140.8 

繰 入 金 3億円 。。。
使用料及び手数料 2億6，376万3千円 l億5，290万円 58.0 

I也 )j 譲 与税 2億2，000万円 5，582万2千円 25.4 

財 産 収入 1億5，043万4千円 4，742万2千円 31. 5 

自動車取得税ヲヌaマ~ 1億3，000万円 6，009万5千円 46.2 付金

寄 附 金 3，291万6千円 1，391万円 42.3 

交通安特全対別策交付金 1，600万円 1，092万6千円 68.3 

ぷ口入 言十 212億8，773万円 83億8，469万2千円 39.4 

歳 入

※分担金及び負担金、国庫支出金、県支出金、繰越金並びに

市債には、 前年度繰越明許費繰越額または事故繰越し繰越

額を含む。

(昭和59年 9月30日現在)公営企業会計(上半期)収支状況
資本的収支

入収
収益的収支

入収

収入済額客買算予収入済額額算予

。274万6千円1億1，398万円2億3，004万1千円

1，202万9千円

予

357万3千円

2億4，157万l千円

支 出 済額

6億9，684万6千円

979万9千円

8億3，386万3千円

古賀算

6億4，977万4千円

2億3，004万1千円 207万円

5億6，874万7千円

支出済額

1億

額算予
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教育費 土木費

第 925号 一ー

衛 生 費

i選i

i霊長i

i輯

家庭雑排水汚泥処理施設 韓 日
じんかい焼却場(ニ写真)の建 E2E2E2 
設などに力が注がれています。 DODODO

上田市文化センターの建設、 小牧川辺町線の道路改良、

豊殿小学校の校舎増築(=写 市民の森公園(=写真)の整備

真)などに力が注がれています。 などに力が注がれています。

区 分 一般会計 特別会計 ぷロ弘、 5十

昭和59年 3月末現在 148億2，800万2千円 61{苦3，772万1千円 209億6，572万3千円

日召辛口5994月三末4月日ま1で自力の・伶ら入額 2，730万円 3，210万円 5，940万円

日召平日599有月三末4月日ま1で日カの‘償ら還官民 3j意6，065万8千円 9，053万9千円 4億5，119万7千円

差引 現 在 高 144億9，464万4千円 60億7，928万2千円 205億7，392万6千円

-積立金 -有価一三7
市

12億6，128万 有 753万2，565円
7，405円

財
産

-土 i也 の -建 物

状
164万3，796m2 j兄 24万3，066m2

和
昭

59 
年

-山 林
9 

-住 宅月
30 
日

1，691万5，321m2 

現
在 敷地 23万1，891m2

建物 5万6，491m2

地方債現在高

特別会計(上半期)収支状況

歳入
(昭和59年 9月30日現在)

~ 計 名 予算現額 収入済額 収入率

国民健康保険事業 34j意7，926万2千円 12億7，140万2千円
365 gbo 

交通災害共済事業 3，077万4千円 2，651万2千円 86.2 

同和資地金等区住貸宅付新事築業 4i意1，939万6千円 l{意 901万4千向 26.0 

土 地取 得事業 2{~! 6 ， 000万円 2億 783万2千円 79.9 

公共下水道事業 12億1，476万4千円 3ii芭2，773万8千円 27.0 

老人保健事業 33億1，851万円 13i!害3，098万2千円 40.1 

福祉事業センタ一事業 H志2，585万3千円 6，493万7千円 51.6 

塩田有線放送電話事業 4，042万6千円 1，867万6千円 46.2 

よEλ3 E十 881窓8，898万5千円 33i意5，709万3千円 37.8 

歳出
tヨエh 言十 名 予算現額 支出済額 執行率

国民健康保険事業 34i意7，926万2千円 13億1，117万3千同 377 eg 

交通災害共済事業 3，077万4千円 1，314万1千同 42.7 

同和資地金等区住貸宅付新事築業 4f芯1，939万6千円 1億2，824万円 30.6 

土地取得事業 2j窓6，000万円 。0.0 

公共下水道事業 12億1，476万4千円 3億3，844万8千円 27.9 

老人保健事業 33億1，851万円 13億3，949万l千円 40.4 

福祉事業センタ一事業 Ht!2，585万3千円 6，141万6千円 48.8 

塩田;有線放送電話事業 4，042万6千円 1.985万5千円

合計 88i意8，898万5千円 32億1，176万4千円 36. 

※同和地区住宅新築資金等貸付事業には、前年度繰越明許'ff

繰越額を含む。

(昭和59年 9月30日現在) 債務負担行為 (昭和畔9月30日現在)

債務負担議決額 I179i.e.3，292万3千円

実負担額 I97億7，418万3千円

在
-
m門

-

同
一
一切

一

年
一
的

一

和

一世
十
一

(
一
一会
一

金
一
高
一

入
一

在

一

借一

現
一

時一

入
一

一一

借

一
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悶
悶
閉
嗣
凶
闘
凶
闘
閉
山
凶

お
年
寄
り
と
暮
ら
し
て

感
め
い
し
て
い
る
こ
と

広報

晶
子

w
f

富
山一
日

豊

j

輔

切

手

干

V

中

む

島
恒

a水

私
の
家
の
祖
父
と
祖
母
は
、
と
て

も
元
気
で
す
が
、
食
事
や
体
の
ぐ
あ

い
を
気
に
す
る
こ
と
が
、
た
び
た
び

あ
り
ま
す
。

食
事
の
と
き
は
、
あ
ま
り
固
い
物

や
大
き
い
物
だ
と
食
べ
ず
ら
い
の
で
、

母
が
気
を
配
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
み
そ
汁
が
こ
す
ぎ
る
と
塩

分
を
た
く
さ
ん
取
る
こ
と
に
な
る
の

で
、
う
す
く
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
こ
と
で
例
を
あ
げ
る
と
、

お
年
よ
り
は
固
い
物
を
食
べ
ら
れ
な

い
の
で
、
か
わ
い
そ
う
で
す
。

体
の
面
で
も
、
せ
き
こ
ん
だ
り
す

る
と
の
ど
か
苦
し
く
な
る
よ
う
で

えつ一ー第 925号

す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
見
て
い
る
と
、

自
分
も
せ
き
が
出
た
と
き
は
、
苦
し

か
っ
た
な
と
思
い
出
す
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
だ
か
ら
、
せ
き
を
し
て
い
る

の
を
見
る
の
は
、
と
て
も
つ
ら
い
で

す
。祖

父
や
祖
母
と
暮
ら
し
て
い
る
と
、

何
か
と
た
い
へ
ん
な
面
が
出
て
き
ま

す
。
で
も
、
人
間
だ
れ
も
が
、
生
き

て
い
れ
ば
お
年
よ
り
に
な
る
の
だ
か

ら
、
い
た
わ
っ
て
あ
げ
な
け
れ
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。

私
が
助
け
て
あ
げ
る
と
、
恩
が
え

し
の
よ
う
に
、
私
が
病
気
し
た
と
き

は
と
て
も
心
配
し
て
く
れ
ま
す
。
そ

ん
な
点
が
ま
た
、
お
年
よ
り
の
い
い

と
こ
ろ
だ
な
あ
と
深
く
感
じ
ま
す
。

祖
父
や
祖
母
は
、
も
う
人
生
の
後

は
ん
期
で
す
。
私
た
ち
と
は
年
も
だ

い
ぶ
ち
が
う
の
で
、
い
た
わ
り
、
は

げ
ま
し
て
あ
げ
な
く
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。
多
く
の
お
年
よ
り
は
、

老
人
ホ

l
ム
よ
り
、
や

っ
ぱ
り
自
分

の
家
の
方
が
い
い
と
思
っ
て
い
る
に

ち
か
い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
点
で

は
、
し
せ
つ
に
入

っ
て
い
る
お
年
よ

り
は
、
か
わ
い
そ
う
で
す
。

よ
く
赤
ち
ゃ
ん
は
、
神
様
だ
と
い

う
け
れ
ど
、
お
年
よ
り
だ
っ
て
そ
う

だ
と
、
私
は
思
い
ま
す
。
い
つ
も
明

る
く
て
、
や
さ
し
く
、
い
ろ
ん
な
こ

と
を
知

っ
て
い
て
、
と
て
も
い
い
と

思
い
ま
す
。

ほ
か
の
お
年
よ
り
も
、
大
切
に
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
け
れ
ど
、
ま
ず

自
分
の
祖
父
や
祖
母
を
大
切
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
自

然
に
ほ
か
の
お
年
よ
り
も
親
切
に
し

て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
す
。

す
べ
て
の
お
年
よ
り
が
幸
せ
に
な

れ
る
日
が
、
一
日
も
早
く
来
る
よ
う

に
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

つ
け
も
の
名
人
の

お
ば
あ
さ
ん

酒井晃宏くん
(北小・ 5年)

ぼ
く
の
家
の
お
ば
あ
さ
ん
は
、
つ

け
も
の
が
大
好
き
で
す
。
ご
は
ん
の

と
き
や
家
族
で
お
茶
を
の
ん
だ
り
す

る
と
き
に
、
れ
い
ぞ
う
こ
か
ら
出
し

て
き
て
、
み
ん
な
で
食
べ
ま
す
。

つ
け
も
の
は
、
お
ば
あ
さ
ん
が
い

つ
も
つ
け
ま
す
。

つ
け
も
の
の
野
菜

て
も
よ
い
こ
と
で
す
。

は
、
ぼ
く
の
家
の
前
の
畑
で
、
い
ろ

い
ろ
と
作
っ
て
い
ま
す
。
野
菜
の
ま

わ
り
の
草
を
と
り
、
水
を
や
り
、
と

れ
た
野
菜
は
い
ろ
い
ろ
に
つ
け
ま
す
。

つ
け
る
も
の
は
、
う
め
、
き
ゅ
う

り
、
だ
い
こ
ん
、
う
り
な
ど
で
す
。

う
め
は
、
、
つ
め
づ
け
の
び
ん
に
入
れ
、

さ
と
う
や
し
そ
を
入
れ
ま
す
。
そ
の

さ
と
う
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の
カ
ン
で

入
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
さ
と
う
を

カ
ン
で
入
れ
る
と
い
っ
て
も
、
ち
ょ

う
ど
よ
い
量
が
入
っ
て
い
て
、
と
て

も
お
い
し
い
で
す
。
き
ゅ
う
り
は
、

ル
の
吸
収
が
速
い
た
め

酔
い
が
早

と
れ
た
ば

っ
か
り
の
も
の
を
柄
が
す

に
す
ぐ
っ
け
ま
す
。
ぼ
く
が
学
校
か

ら
帰
る
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
よ
く
つ

け
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
さ
と
う
を

入
れ
る
の
を
手
伝
い
ま
す
。

い
と
こ
の
人
や
家
族
は
、
毎
年
、

お
ば
あ
さ
ん
の
つ
け
た
つ
け
も
の
を
、

食
べ
ら
れ
る
の
を
楽
し
み
に
ま

っ
て

い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
お
ば
あ
さ
ん
の

つ
け
た
、
し
よ
う
ち
ゅ
う
づ
け
が
大

好
き
で
す
。
出
し
て
く
れ
た
う
め
づ

け
は
、
一
人
で
い
れ
も
の
半
分
ぐ
ら

い
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。

家
に
来
る
人
に
、
つ
け
も
の
を
よ

く
出
し
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
み
ん

な
お
い
し
い
と
言
っ
て
よ
ろ
こ
ん
で

く
れ
ま
す
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
ニ
コ

ニ
コ
し
て
う
れ
し
そ
う
で
す
。

お
ば
あ
さ
ん
は
、
よ
く
人
に
つ
け

か
た
な
ど
を
教
え
ま
す
。
家
庭
ほ
う

も
ん
の
と
き
、
先
生
に
つ
け
も
の
を

出
し
て
あ
げ
た
ら
、
お
い
し
い
と
言

う
の
で
、
つ
け
か
た
を
教
え
て
あ
げ

ま
し
た
。
先
生
が
教
え
て
も
ら
っ
た

と
お
り
に
つ
け
た
ら
、
お
い
し
か

っ

た
と
、
電
話
を
か
け
て
き
て
く
れ
ま

し
た
。
お
ば
あ
さ
ん
は
、
自
分
の
つ

け
か
た
で
つ
け
て
も
ら
い
、
う
れ
し

そ
う
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
い
し
い
つ
け
も

の
を
つ
け
な
が
ら
、
長
生
き
し
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
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お
酒
と
上
手
に
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い
よ
い
よ
、
今
年
も
あ
と
わ
ず
か

に
な
り
ま
し
た
。
年
の
暮
れ
か
ら
新
年

に
か
け
て
は
、
忘
年
会
、
新
年
会
、

同
級
会
な
ど
、
お
酒
を
飲
む
機
会
が

増
え
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
テ
ー
マ

は
「
お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ
う
法
」

で
す
。

お
酒
は
砂
百
薬
の
長
。
と
し
て
、

普
か
ら
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
た
飲

み
も
の
で
す
。
し
か
し
、
飲
み
方
し

だ
い
で
は
、

H

健
康
の
大
敵
。
に
も
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

お
酒
は

H

百
薬
の
長
。
で
し
ょ
う
か
。

お
酒
と
上
手
に
つ
き
あ
う
に
は
、

ま
ず
自
分
に
適
し
た
量
を
知
っ
て
も

ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
お
酒
の
酔

つ
き
あ
う
法

い
方
は
個
人
差
が
あ
り
、
強
い
人
も

い
れ
ば
、
弱
い
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、

そ
の
時
の
体
調
や
精
神
状
態
に
よ

っ

て
も
、
か
な
り
違
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
お
酒
の
適
量
を
決
め
る
の
は
む

ず
か
し
い
の
で
す
が
、
一
般
的
に
は

日
本
酒
な
ら
一
合
か
ら
二
合
、
ビ
ー

ル
な
ら
二
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
な
ら
水

割
り
で
二
杯
か
ら
四
杯
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。お

酒
の
プ
ラ
ス
面

ま
ず
、
適
量
の
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲

ん
だ
と
き
の
体
に
よ
い
面
に
つ
い
て

挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
食
欲
を
増
し
、
胃
液
の
分
泌
を
助

け
、
消
化
を
よ
く
し
ま
す
。

②
疲
労
を
回
復
さ
せ
る
働
き
を
し
ま

す
。

③
睡
眠
剤
の
働
き
を
し
ま
す
。

④
精
神
の
緊
張
を
緩
め
、
心
を
安
ら

か
に
し
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
は
、
お
酒
を
飲
む
こ
と
は
と

て
も
よ
い
こ
と
で
す
。

飲
酒
の
マ
イ
ナ
ス
面

お
酒
を
飲
み
す
ぎ
る
と
、
肝
臓
に

負
担
が
か
か
り
故
障
を
起
こ
し
た
り
、

胃
腸
を
荒
ら
し
た
り
、
心
臓
病
・
高

血
圧
の
人
に
は
な
お
さ
ら
負
担
に
な

り
ま
す
。

お
酒
の
飲
み
す
ぎ
が
肝
臓
に
悪
い

影
響
を
与
え
る
こ
と
は
、
皆
き
ん
ご

存
じ
で
す
ね
。
飲
ん
だ
ア
ル
コ
ー
ル

は
、
八

O
%
が
小
腸
で
吸
収
さ
れ
、

肝
臓
に
運
は
れ
、
そ
こ
で
分
解
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
は
、
か
な
り
の
時
聞

が
か
か
り
ま
す
。

成
人
男
性
で
も
、
一
合
の
日
本
酒

を
完
全
に
分
解
す
る
の
に
三
時
間
か

ら
四
時
間
も
か
か
り
ま
す
。
一

日
中

か
か

っ
て
も
、
六
合
か
ら
七
合
し
か

分
解
さ
れ
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
お

酒
を
飲
み
す
ぎ
る
と
、
ア
ル
コ
ー
ル

が
完
全
に
分
解
き
れ
ず
体
内
に
残
る

た
め
、
二
日
酔
い
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

ま
た
、
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
く
て

も
、
毎
日
続
け
て
飲
む
こ
と
は
肝
臓

に
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。
こ
の

外
に
、
お
な
か

の
す
い
て
い
る
時
に

お
酒
を
飲
む
こ
と
も
、
よ
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
胃
腸
の
粘
膜
を
強

く
刺
激
し
て
し
ま
う
し
、
ア
ル
コ

l

ル
の
吸
収
が
速
い
た
め
、
酔
い
が
早

く
ま
わ
り
ま
す
。

上
手
な
飲
み
方

お
酒
を
飲
む
時
、
肝
臓
や
胃
に
負

担
を
か
け
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

①
マ
イ
ペ
ー
ス
で
飲
み
ま
し
ょ
う
。

②
友
だ
ち
と
楽
し
く
、
ま
た
は
家
で

く
つ
ろ
い
で
飲
み
ま
し
ょ
う
。

③
食
べ
な
が
ら
飲
み
ま
し
ょ
う
。
特

た
ん

に
良
質
の
蛋
白
質
を
含
む
豆
腐
や

肉
、
魚
、
野
菜
な
ど
食
べ
な
が
ら

ゆ
っ
く
り
飲
む
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

④
週
に
一

i
二
回
、
休
肝
日
(
肝
臓

を
休
め
る
日
)
と
し
て
飲
ま
な
い

日
を
設
け
ま
し
ょ
う
。

⑤
薬
と
い

っ
し
ょ
に
飲
ま
な
い
よ
う

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

二
日
酔
い
に
な
っ
た
ら

飲
み
す
ぎ
て
二
日
酔
い
に
な
っ
た

時
は
、
利
尿
作
用
の
あ
る
薄
め
の
コ

ー
ヒ
ー
や
紅
茶
を
飲
み
、
み
そ
汁
、

牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
で
水
分
を
補

っ
て
く
だ
さ
い
。
ぬ
る
い
お
ふ
ろ
に

長
め
に
入
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う。

迎
え
酒
は
、
ぜ
ひ
や
め
て
く
だ
さ

い
。
余
計
に
肝
臓
を
い
た
め
て
し
ま

い
ま
す
。

年末・年始のゴミ収集日
年末の特別ゴミ・危険物収集を12月29日行います。

[> 12月29日(土)ー・土曜日の収集地区

ゴミ・危険物は 、午前 8時30分ま でに集積場所

へお出しくださし、。(塩田・川西地区は午前 8時ま

でに)

新年のゴミ・危険物収集は、

常どおり行います。

乾電池の回収に御協力を

使用済みの乾電池は、透明な

ビニール袋に入れて、週一 回の

危険物収集日に、決められた集

積場所へお出しくださし、。

1月4日掛から平(生活環境韓同410叩 301)
清掃事務所宮⑫0666 J 
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間

，&， 月おf， 

¥、
企図保健康世帯を表彰
11月27日、市役所で「国保健康世帯表彰」が行われま

した。今年度は10世帯が表彰され、永野市長から表彰状

などが贈られました。 この表彰は、国民健康保険に加入

している世帯の中て¥昭和54年度から 5年間一度も医者

にかかることなく、国保税を完納した世帝に贈られてい

るものです。

雑排水汚泥処理施設いよいよ着工砂
家庭雑排水汚泥処理施設の起工式が11月30日、常磐城

にあるし尿処理場内の建設予定地で、永野市長など関係

者約50人が出席して行われました。この処理施設は、市

内の家庭約 1万 3千戸にある簡易浄化槽から出る汚泥を

収集して、固液分離方式で処理しようというものです。

1日の処理能力は80トン 建設費は約 2億 8千万円で、

完成は昭和60年秋の予定です。

防
止
運
動

「
年
末
・
年
始
の
交
通
事
故
防
止

運
動
」
が
、
十
二
月
十
日
か
ら
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
飲
酒

運
転
の
撲
滅
、
ス

リ
ッ
プ
事
故
の
防

止
な
ど
を
重
点
に
、
来
年
の
一
月
五

日
ま
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

昨
年
、
上
田
市
内
で
発
生
し
た
交

通
死
亡
事
故
は
十
五
件
で
、
な
か
で

も
十
二
月
中
は
四
件
も
の
死
亡
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
年
末
・
年
始
に
か
け
て

は
、
帰
省
客
や
ス
キ

l
客
の
往
来
が

激
し
く
な
り
、
交
通
量
が
増
加
し
ま

す
。
ま
た
、
忘
年
会
や
新
年
会
な
ど

で
飲
酒

の
機
会
も
多
く
な
り
、
飲
酒

運
転
な
ど
に
よ
る
交
通
事
故
の
多
発

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

飲
酒
運
転
の
撲
滅

ど
ん
な
に
酒
が
強
い
人
で
も
、
飲

ん
だ
量
だ
け
は
確
実
に
体
内
に
吸
収

さ
れ
、
本
人
が
酔
い
を
自
覚
し
な
い

程
度
で
も
、
そ
の
分
だ
け
は
大
脳
や

反
射
神
経
に
影
響
が
現
わ
れ
ま
す
。

「
こ
れ
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う
」

と
い
っ
た
飲
酒
運
転
に
対
す
る
甘
い

意
識
は
、
ぜ
ひ
な
く
す
こ
と
が
必
要

で
す
。
運
転
者
も
周
囲
の
人
も
、
普

段
か
ら
「
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗

る
な
ら
飲
ま
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
ま

せ
な
い
」
の

J
ニ
な
い
運
動
H

を、

ぜ
ひ
徹
底
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ス
リ
ッ
プ
事
故
の
防
止

こ
の
時
期
に
な
る
と
、
積
雪
や
凍

結
で
路
面
が
滑
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
、
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
を
装
着
し
て
い
て
も
、

ス
リ
ッ
プ
し
て
制
動
距
離
が
長
く
な

る
な
ど
、
車
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

ス
リ

ッ
プ
事
故
を
防
ぐ
に
は
安
全

速
度
を
必
ず
守
り
、

か
急
。
の

つ
く
操

作

(
急
ブ
レ

ー
キ
、
急
加
速
、
急
ハ

ン
ド
ル

)
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
車
間
距
離
は
長
め
に

と
っ
て
、
カ
ー
ブ
の
手
前
で
は
ス
ピ

ー
ド
を
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

し、。



も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

+
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

活

す
生
弘
法

ら
絡
け

以
崎
川

ま
ゴ
負

制
消
印

が
4
U

責

物

J
品
レ
ノ
は

い
旧
て

し
3
い

辛

み

印

画

市

コ

引

u
h門
ご

:
』

つ
制
J

-

ず
叫

L

h

川
崎
川
小

物
ぽ
ブ
だ

口
問
係
ラ
く

い
活
ト
承

た
生
め
了

り
課
後
御

ず
境
介
で

ゆ
環
紹
の

0

0

 

12月初旬になると、市内の各保育園では 、

恒例の「もちつき大会」が行われます。下 之 郷

にある東塩田保育園でも、 12月 7日にもちつ

き大会がありました (=写真)。約130人の園児

たちは、ウ スとキネでのもちつきに大喜び、

2人が力い っぱいにキネをつくと、周りのみ

んなは「ヨイショ、ヨイ シヨ」と大きな声で

声援を送りました。

第 925号一

企大喜びの「もちつき大会」

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を

H

不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

だ

ゆずります 〈希望価格〉 ゆずってください

ベビーカー 無料 ベビーベッド

Zライト 3，000円 ブランコ

テレビサウンド‘チューナー 10，000円 すべり台

水道凍結防止器 無料 乳母車

ふとん乾燥機 6，000円 冷蔵庫

インスタントカメラ (新品) 12，000円 電気ストーブ

カ、ス炊飯器 話し合い 電気毛布

カ、スス トーブ(プロパン) 6，000円 電気釜(2升炊き)

カラオケ 20，000円 スパイクタイヤ(6∞X12)

小型洗濯機 無料 木琴

8ミリカメラ、映写機、編集機 話し合い 食卓テーブル

学生服(上) (13号) 1，000円 三面鏡

犬小屋 5，000円 テーブル(和式)

0じゅうぶんに活用できる不用品は、 ビテdオカメラ

どんなものでも登録しましょう。 スケート靴(2Ocm、22cm)

え

(12月7日現在)

起
工
式
、
落
成
式
、
入
学
式
、
卒
業

式
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
各

種
会
合
を
含
む
)
に
お
け
る
祝
儀
、

香
典
、
生
花
、
花
輪
、
供
物
、
カ

ッ
プ
な
ど
の
金
品
を
贈
る
こ
と
は

廃
止
す
る
。

三
、
御
中
元
、
御
歳
暮
は
廃
止
す
る
。

四
、
災
害
に
対
す
る
見
舞
の
た
め
金

品
を
贈
る
こ
と
は
廃
止
す
る
。

五
、
陳
情
や
一
般
各
種
団
体
旅
行
な

ど
に
お
け
る
乗
物
、
金
品
、
飲
食

の
提
供
は
行
わ
な
い
。

六
、
以
上
の
こ
と
は
、
各
議
員
後
援

会
の
名
に
お
い
て
行
う
場
合
も
同

様
と
す
る
。

寄
附
行
為
の
禁
止
に
御
協
力
を

ー (11)一一昭和59年12月16日 広報う

上
田
市
議
会
議
員
一
同

不用品登録情報(主なもの)

思
い
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
の
深
い

御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

な
お
、
虚
礼
廃
止
の
申
し
合
わ
せ

に
よ
り
、
年
賀
、
寒
暑
見
舞
状
も
自

粛
し
ま
す
の
で
、
併
せ
て
御
了
承
の

程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
末
を
迎
、
え
て
、
市
民
の
皆
様
に

は
、
ま
す
ま
す
御
清
栄
の
こ
と
と
拝

察
申
し
上
げ
ま
す
。

御
承
知
の
と
お
り
、
政
治
資
金
規

正
法
お
よ
び
公
職
選
挙
法
は
、
政
治

活
動
な
ど
に
関
す
る
寄
附
に
つ
い
て

種
々
の
制
限
を
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

市
議
会
議
員
は
、
法
の
趣
旨
に
従

っ

て
「
寄
附
行
為
の
禁
止
に
つ
い
て
」

次
の
事
項
を
厳
守
し
て
い
き
ま
す
。

従
来
の
慣
行
を
考
、え
ま
す
と
き
、
非

礼
に
わ
た
る
こ
と
も
あ
り
得
る
か
と

戸】-一=
ロ

一
、
寄
附
行
為
は
、
い
か
な
る
理
由

を
も
っ
て
す
る
も
全
廃
す
る
。

二
、
慶
弔
(
結
婚
式
、
葬
儀
、
法
要
、

昭
和
五
十
九
年
十
二
月
十
六
日
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お知らせ市
職
員
を
募
集

え

ー
業
務
員
・
技
術
員

庁
務
員
・
給
食
員

1

つ広報

総
務
標
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0内
線
2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

〈
職
種
〉

O
業
務
員、

技
術
員
、
庁
務
員

。
給
食
員

〈

資

格
v

ど
の
職
種
も
、
次
の

い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
人

O
昭
和
五
十
九
年
四
月

一
日
現
在
三

十
五
歳
未
満
の
人

o
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
現
在
、

上
田
市
民
で
あ
る
人
ま
た
は
勉
学

な
ど
の
た
め
一
時
他
市
町
村
に
居

ーー 第 925号

「版画の年賀状を出したい」と思っている

人を対象とした版画教室万、12月2日に川

西公民館で開かれましだ。約15人の参加者

は、あまり経験しだことのない版画作りと

あって、熱l山に取り組んでいました。

住
し
て
い
る
が
、

民
で
あ
る
人

〈
選
考
日
な
ど
v

o
昭
和
六
十
年
一
月
二
十
三
日
附
・:

体
力
検
査

0
昭
和
六
十
年

一
月
二
十
四
日
附
・:

面
接
、

作
文

〈
人
員
〉

そ
れ
ぞ
れ
若
干
名

〈
必
要
書
類
〉

O
申
込
書

(
市
役
所
総
務
課
に
あ
り

ま
す
)

O
履
歴
書
(
市
役
所
総
務
課
に
あ
る

も
の
を
使
用
)

O
健
康
診
断
書
(
原
則
と
し
て
公
立

医
療
機
関
で
受
診
し
た
も
の
)

O
六
十
円
切
手
添
付
の
白
二
重
封
筒

(
合
否
連
絡
用
、
あ
て
名
記
入
)

〈
申
込
先
・
期
間
〉

昭
和
六
十
年
一
月
四
日
樹
か
ら
同

二
十
一
日
川
ま
で
に
、
市
役
所
三
階

家
族
は
上
田
市

者
数
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
)
を
明

総
務
課
職
員
係
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

市
営
住
宅
の

補
充
入
居
者
を
募
集

管
理
課
住
宅
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
4
5

有
線
②
0
7
3
1

市
営
住
宅
補
充
入
居
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
の
で
、

御
希
望
の

皆
さ
ん
は
、
六
十
年

一
月
七
日
間
か

ら
同
十
九
日
出
ま
で
に
管
理
課
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
・
:
千
曲
町
、
上
田
原
第
一
、

上
田
原
第
二
の
各
団
地
を
除
く
団

地
家
賃
・
:
千
円
か
ら
二
万
六
千
円

入
居
資
格

O
市
内
に
お
住
ま
い
か
勤
務
先
が
あ

る
人
で
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

O
単
身
入
居
に
つ
い
て
は
六
十
歳
(
女

性
は
五
十
歳
)
以
上
の
人
な
ど
、

そ
の
他
特
定
の
人

O
収
入
が
公
営
住
宅
入
居
基
準
に
該

当
す
る
人
(
例

1
給
与
所
得
者
で

扶
養
一
人
の
場
合
、
第
一
種
住
宅

は
年
間
収
入
三
百
六
万
七
千
九
百

九
十
九
円
以
下
、
第
二
種
住
宅
は

年
間
収
入
二
百
十
四
万
三
千
九
百

き
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
作

九
十
九
円
以
下
)

O
単
身
入
居
者
に
つ
い
て
は
、

三
部

屋
以
上
の
住
宅
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
。

抽
選
日
時
・
場
所
・
:
六
十
年

一
月
二

十
八
日
川
午
前
九
時
三
十
分
、
市

役
所
六
階
会
議
室

そ
の
他
・
・
・
今
年
申
し
込
ん
で
入
居
で

き
な
か
っ
た
人
も
、
改
め
て
募
集

期
間
中
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
の

入
居
者
を
募
集

上
小
地
方
事
務
所
建
築
課

宮
⑫
1
2
6
0
内
線
3
0
4

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
と
お

り
募
集
し
ま
す
。
御
希
望
の
人
は
、

昭
和
六
十
年
一
月
五
日
出
か
ら
一
月

十
六
日
附
ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所

建
築
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

募
集
団
地
・:
中
之
条
第
二
団
地

(千

曲
町
)

募
集
戸
数
・
・
・
七
戸

家

賃

:
・三
万
四
千
七
百
円

入
居
資
格
:
・
県
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
先
が
あ
る
人
で
、
次
の
条
件

を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
人
。
①

同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

視
族
が
あ
る
人
。
②
収
入
が
公
営

住
宅
入
居
基
準
(
八
万
七
千
円
を

超
え
十
四
万
一
千
円
以
下
)
に
該

当
す
る
人
。
③
現
に
住
宅
に
悶
窮

し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人
。

抽
選
日
時
・
場
所
・
:
一
月
十
八
日
倒

午
前
十
時
か
ら
、
上
回
合
同
庁
舎

三
O
二
号
会
議
室

職
業
訓
練
指
導
員
の

資
格
取
得
講
習
会

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

宮
⑫
2
6
6
6

職
業
訓
練
指
導
員
の
資
格
試
験
は

な
か
な
か
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

次
の
受
講
資
格
の
あ
る
人
は
、
六
日

間
(
四
十
八
時
間
)
の
講
習
で
職
業

訓
練
指
導
員
の
資
格
を
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

受
講
資
格

一
、
同
一
職
穐
で
実
務
経
験
が
十
五

年
以
上
あ
る
人

一
一
、
一
級
技
能
検
定
合
格
者

定

員

:
・
五
十
名

受
付
期
限
・
:
六
十
年
一
月
二
十
三
日

H
N
 

講
習
期
間
・
:
六
十
年
二
月
四
日
間
か

ら
同
二
月
九
日

ω



し
よ
う
と
す
る

親
族
か
あ
る
人
。
②
収
入
が
公
営

ら
同
二
月
九
目
的

第 925号一

年
末
納
税
窓
口
を

開
き
ま
す

担
税
謀
収
税
係

官
(
⑫

4
1
0
0
内
線

2
4
3

有
線
②
0
6
9
1

市
で
は
、
十
二
月
二
十
九
日
出
、

三
十
日
刊
に
「
年
末
納
税
窓
口
」
と

し
て
、
収
税
課
の
窓
口
を
聞
き
ま
す
。

す
で
に
納
期
の
過
ぎ
た
市
税
の
完
納

に
御
協
力
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
役
所
へ
の
出
入
口
は
、

市
役
所
西
側
(
宿
直
室
横
)
の
み
と

な
り
ま
す
の
で
、
御
注
意
く
だ
さ
い
。

f三え-ω 一一一昭和59年12月16日 広報う

工
業
統
計
調
査
に

御
協
力
を

企
画
調
整
課
統
計
係

官
⑫
4
1
0
0内
線

6
1
9

有
線
②

0
8
3
2

毎
年
行
わ
れ
て
い
る
「
工
業
統
計

調
炎
」
(
指
定
統
計
第
一

O
号
)
が
、

本
年
も
十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
、

一
斉
に
笑
施
さ
れ
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
製
造
業
の
実
態
や

製
造
業
活
動
の
状
況
(
組
織
、
従
業

者
数
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど
)
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
・
県
を

は
じ
め
市
に
お
い
て
も
行
政
の
面
で

広
く
活
用
さ
れ
、
住
み
よ
い
社
会
を

築
く
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
の
方
法
は
、
長
野
県
知
事
か

ら
任
命
さ
れ
た
統
計
調
査
員
が
、
調

査
票
を
持
っ
て
お
伺
い
し
記
入
方
法

な
ど
を
御
説
明
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
調
査
と
併
せ
て
「
石

油
等
消
費
構
造
統
計
調
査
」
お
よ
び

「
長
野
県
輸
出
生
産
実
態
調
査
」
も

実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
該
当
き
れ
る

事
業
所
の
皆
さ
ん
は
年
末
何
か
と
御

多
忙
の
こ
と
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ

れ
ら
調
査
の
目
的
が
達
成
で
き
ま
す

よ
う
格
段
の
御
協
力
を
重
ね
て
お
願

い
し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の

登
載
申
請
を
忘
れ
ず
に

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

5
7
1

有
線
②

0
9
0
1

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
は
、

農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
の
申
請
に
基
づ

き
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
に
よ
り
作

成
さ
れ
ま
す
oe

こ
の
名
簿
に
登
録
さ

れ
な
い
と
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と
に
留

意
さ
れ
、
必
ず
期
限
ま
で
に
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
の
提
出
は

ー
月
川
日
同
ま
で
に

農
業
委
員
会
で
は
、
農
家
の
皆
さ

ん
に
今
月
中
に
届
く
よ
う
申
請
書
を

お
配
り
し
ま
す
。
所
定
め
欄
に
正
確

に
御
記
入
の
う
え
、
来
年
の
一
月
十

日
ま
で
に
農
業
委
員
会
に
御
提
出
く

だ
さ
い
。
一
月
十
日
ま
で
に
提
出
さ

れ
ま
せ
ん
と
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
ず
、
選
挙
の
際
に
投
票
が
で
き

ま
せ
ん
。

申
請
書
は
、
農
業
委
員
会
で
審
査

し
た
後
、
選
挙
管
理
委
員
会
へ
送
付

さ
れ
ま
す
。
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、

申
請
書
に
基
づ
い
て
二
月
二
十
日
ま

で
に
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

を
作
成
し
、
二
月
二
十
三
日
か
ら
十

五
日
間
、
選
挙
人
名
簿
を
縦
覧
に
供

し
ま
す
。

も
し
、
名
簿
に
脱
漏
や
誤
載
が
あ

れ
ば
縦
覧
期
間
中
に
選
挙
人
は
異
議

の
申
出
が
で
き
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
は
三
月
三
十
一
日
に

確
定
し
、
そ
の
後
一
年
問
、
農
業
委

員
会
委
員
選
挙
に
使
わ
れ
ま
す
。

60年1月の乱幼児健康診査
0受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

0母子健康手帳とパスタ オル(4・10か月児)、ノ、ブラシ

( 1歳 6か月児)をお持ちくだきし、。

会 士会; 健診 実施日 対 象 児

4か月児
1月9日 59年 8月16日-8月31日生

1月23日 59年 9月 1日-9月15日生

10か月児
1月10日 59年 2月16日-2月29日生

上田市保健センター 1月25B 59年 3月 1日-3月15日生

(市役所南庁舎2階) 1月11日 58年 6月16日-6月30日生
1歳6か月児

1月29日 58年 7月 1日-7月15日生

3歳児
1月14日 56年12月 1日-12月15日生

1月31日 56年12月16日-12月31日生

4か月児
1月8日

59年 8月16日-9月15日生

温回母子健康セ ンター 10か月児 59年 2月16日-3月15日生

(極団地区) 1歳6か月児 1月22日 58年 5月16日-7月15日生

3 歳児

4か月児 59年 8月16日-9月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 1月16日 59年 2月16日-3月15日生

(1I1i雪地区) 1員長6か月児 58年 6月16日ー 7月15日生

3 歳児

※赤ちゃん手帳を御利用ください。
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来
年
l
月
!
日
か
ら

国
籍
法
・
戸
籍
法
が

改
正
さ
れ
ま
す

長
野
地
方
法
務
局
上
田
支
局

宮
⑧
2
0
0
1

国
籍
法
と
戸
籍
法
が
改
正
さ
れ
、

昭
和
六
十
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
主
な
改
正
点
は
次

の
と
お
り
で
す
。

〈
父
母
両
系
主
義
の
採
用
〉

こ
れ
ま
で
は
、
原
則
と
し
て
生
ま

れ
た
時
に
父
が
日
本
人
で
な
け
れ
ば
、

そ
の
子
は
日
本
人
に
な
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日

か
ら
は
生
ま
れ
た
時
に
父
母
の
一
方

が
日
本
人
で
あ
れ
ば
、
そ
の
子
は
日

本
人
に
な
り
ま
す
。

〈
二
重
国
籍
の
防
止
・
解
消
〉

父
母
両
系
主
義
を
採
用
す
る
と
、

二
重
国
籍
に
な
る
子
が
多
く
な
り
ま

す
。
改
正
法
で
は
、
新
た
に
次
の
よ

う
な
二
重
国
籍
防
止
の
た
め
の
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

①
国
籍
の
留
保
制
度
の
適
用
範
囲

の
拡
大

l
今
後
は
、
海
外
で
生
ま
れ

た
こ
と
に
よ
り
二
重
国
籍
に
な
っ
た

場
合
、
す
べ
て
国
籍
留
保
の
届
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

②
国
籍
の
選
択
制
度
の
新
設

l
'」

えつ広報ー第 925号

れ
は
、
二
重
国
籍
者
が
二
十
二
歳
に

な
る
ま
で
に
、
日
本
の
国
籍
か
外
国

の
国
籍
を
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
も
の
で
す
。

〈
帰
化
条
件
の
改
正
〉

こ
れ
ま
で
は
、
日
本
人
と
結
婚
し

た
外
国
人
の
帰
化
条
件
は
、
そ
の
外

国
人
が
夫
で
あ
る
か
妻
で
あ
る
か
で

居
住
の
条
件
な
ど
に
差
異
が
あ
り
ま

し
た
。
改
正
法
で
は
、
こ
れ
を
同
一

に
し
て
、
三
年
以
上
国
内
に
居
住
し

て
い
る
こ
と
(
結
婚
が
三
年
以
上
続

い
て
い
る
場
合
は
、
一
年
以
上
国
内

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
)
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

〈
届
出
に
よ
る
国
籍
の
取
得
〉

国
際
結
婚
を
し
た
日
本
人
女
性
の

子
で
、
昭
和
六
十
年
一
月
一
日
に
二

十
歳
未
満
の
方
に
つ
い
て
は
、
二
疋

の
条
件
の
下
で
、
施
行
後
三
年
間
に

限
り
法
務
大
臣
に
届
け
出
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
日
本
の
国
籍
を
取
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

〈
国
際
結
婚
を
し
た
人
の
氏
の
変
更
〉

外
国
人
と
結
婚
し
て
も
、
結
婚
し

た
日
本
人
の
氏
が
変
わ
ら
な
い
の
は

こ
れ
ま
で
と
同
じ
で
す
が
、
改
正
法

は
、
そ
の
人
が
希
望
す
る
と
き
は
結

婚
の
日
か
ら
六
か
月
以
内
に
市
区
町

村
長
に
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

外
国
人
配
偶
者
と
同
じ
氏
を
名
の
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

着
物
着
付
教
室
の

受
講
生
を
募
集

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム

宮
⑫
7
1
1
7

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
で
は
、
働
く

二
十
九
歳
ま
で
の
女
性
を
対
象
に
、

着
物
着
付
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
す
。
希
望
者
は
、
来
館
の
う
え
受

講
料
を
添
え
て
、
十
二
月
二
十
八
日

幽
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
間
・
コ
ー
ス
・
:
水
曜
日
コ

l
ス
は

一
月
九
日
か
ら
十
二
因
。
金
曜
日

コ
ー
ス
は
一
月
十
一
日
か
ら
十
二

回
。

定
員
・
:
各
コ
ー
ス
十
二
名

受
講
料
:
・
二
千
四
百
円
(
十
二
回
分
)

上
回
i
長
野
間

増
発
電
車
の

愛
称
を
募
集

長
野
鉄
道
管
理
局

8
0
2
6
2
⑮
3
2
2
2
 

来
年
三
月
十
四
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正

で
、
上
田

i
長
野
間
を
結
ぶ
普
通
電

車
が
大
幅
に
増
発
さ
れ
ま
す
。

長
野
鉄
道
管
理
局
で
は
、
こ
の
電

車
に
ふ
さ
わ
し
い
愛
称
名
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

応
募
方
法
:
・
官
製
は
が
き
に

か
愛
称

名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
。

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限
:
・
十
二
月
二
十
五
日

ω

発
表
・
:
来
年
一
月
上
旬

賞
品
:
・
特
賞
一
名
リ
三
万
円
相
当

の
国
鉄
ギ
フ
ト
カ
ー
ド
、
入
選
三

名
H
H

一
万
円
相
当
の
国
鉄
ギ
フ
ト

カ
ー
ド

応
募
先
・
:
干

3
8
0

長
野
市
大
字

南
長
野
字
石
堂
東
二
二
四
六
長

野
鉄
道
管
理
局
営
業
部
旅
客
課

内
愛
称
名
募
集
係

あ
な
た
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を

電
子
郵
便
で

上
回
郵
便
局
郵
便
課
宮
⑫
2
2
7
6

電
子
郵
便
は
、
郵
便
の
送
達
の
一

部
に
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
利
用
し
た
、
新

し
い
送
信
シ
ス
テ
ム
の
郵
便
で
す
。

お
引
き
受
け
し
た
メ

ッ
セ
ー
ジ
は
、

そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
電
送
さ
れ
、
慶

弔
用
、
一
般
用
と
し
て
、
特
別
デ
ザ

イ
ン
の
封
筒
で
お
届
け
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
っ
た
人
の
温
か
い

真
心
を
、
そ
の
ま
ま
お
届
け
で
き
る

電
子
郵
便
を
ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

平和の鐘を開放します
年末年始に恒例とな って

います上田公園内の「平和

の鐘」の開放を、次のとお

り行います。

と き・・・12月31日(月)午後11

時45分から60年 1月 1日

午前 O時30分まで

年賀状はお早めに
年賀状の受付は、 12月15

日仕)から始まっています。

年末おし追ってからお出し

になると、元旦配達に間に

合わなくなりますので、で

きるだけ12月20日附までに

お出しください。
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